
図
書
室
談
義

図
書
室
談
義

四
賀
に
生
き
る
ホ
タ
ル
に
学
ぶ

四
賀
に
生
き
る
ホ
タ
ル
に
学
ぶ

　　

88
月月
2525
日
（
金
）
に
支
所
ピ
ナ

日
（
金
）
に
支
所
ピ
ナ

ス
ホ
ー
ル
で

ス
ホ
ー
ル
で
9898
人
の
来
場
者
を
迎

人
の
来
場
者
を
迎

え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
四
賀
小
学

え
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
四
賀
小
学

校
で
校
で
44
年
間
に
わ
た
り
ホ
タ
ル
を

年
間
に
わ
た
り
ホ
タ
ル
を

観
察
し
て
き
た
児
童
の
研
究
成
果

観
察
し
て
き
た
児
童
の
研
究
成
果

が
、
担
任
の
栁
沢
準
二
先
生
よ
り

が
、
担
任
の
栁
沢
準
二
先
生
よ
り

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
本
市
全
体
で
は
数
を
減
ら
し

　

松
本
市
全
体
で
は
数
を
減
ら
し

て
い
る
ホ
タ
ル
で
す
が
、
四
賀
地

て
い
る
ホ
タ
ル
で
す
が
、
四
賀
地

区
で
は
ま
だ
多
く
見
る
こ
と
が
で

区
で
は
ま
だ
多
く
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
適
度
に
人
の
関
わ
り
が

き
ま
す
。
適
度
に
人
の
関
わ
り
が

あ
る
里
山
の
自
然
環
境
が
ホ
タ
ル

あ
る
里
山
の
自
然
環
境
が
ホ
タ
ル

に
は
適
し
て
お
り
、
ホ
タ
ル
の
観

に
は
適
し
て
お
り
、
ホ
タ
ル
の
観

察
に
よ
っ
て
人
と
他
の
生
物
た
ち

察
に
よ
っ
て
人
と
他
の
生
物
た
ち

が
う
ま
く
共
存
で
き
て
い
る
か
ど

が
う
ま
く
共
存
で
き
て
い
る
か
ど

う
か
が
見
え
て
き
ま
す
。

う
か
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

ホ
タ
ル
を
育
む
四
賀
の
自
然
環

　

ホ
タ
ル
を
育
む
四
賀
の
自
然
環

境
を
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
を

境
を
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
を

考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

かつては、浄土を求める人々が行き交った祈
りの道善光寺街道。

貴重な草ぶき屋根。松澤家は寺子屋を開い
ていた。松本市重要文化財。

お地蔵さまなど探して歩くのも楽しい。

四賀地区には3000
体に及ぶ石造文化財
がある。馬頭観音、
庚申塔、二十三夜塔、

磐座に虚空

龍や天狗にまつわる民話が語り継がれ
ている。

修を経て、現在は飲食や宿泊が
できる施設に再生されている。

大規模な改
創立年は不詳であるが、江戸時代初期に
現在の宮ノ上に移されたもの。神社内に
は昭和18年に軍隊への寄付により、陸
軍からの感謝状が残っている。また境内
には満州開拓移民事業の拓魂碑がある。

弘法大師の開基と伝えられる真
言宗の古刹。所蔵の「絹本著色
真言八祖像」は県宝。

室町中期作。松本市重要文化財。穴
沢地区の長岩氏と坪田氏の菩提寺本
尊。木造阿弥陀如来座像では、四賀
地区最大級像高104㎝。今も地域の
安寧を見守り続ける。

蔵菩薩と神仏混淆の形態の社で懸造り、聖地
の頭上に山城が築かれ、築城の標準が分かる。

詳細は公民館まで。
TEL：0263-64-3112 FAX：0263-64-2933

　秋の地区文化祭に合わせて今年も写真コンクールを開催します。テーマは「歴史を感じる文化財」。　秋の地区文化祭に合わせて今年も写真コンクールを開催します。テーマは「歴史を感じる文化財」。
四賀は古くは東山道筋で、時代が下っては善光寺街道や江戸街道の宿場として栄えた地域です。天領四賀は古くは東山道筋で、時代が下っては善光寺街道や江戸街道の宿場として栄えた地域です。天領
だったことから廃仏毀釈をまぬがれ、寺や仏像、石仏もたくさん残っています。集落の氏神様も大切にされ、だったことから廃仏毀釈をまぬがれ、寺や仏像、石仏もたくさん残っています。集落の氏神様も大切にされ、
山車や祭囃子も継承されています。身近にある四賀の歴史を一枚の写真におさめぜひご応募ください。山車や祭囃子も継承されています。身近にある四賀の歴史を一枚の写真におさめぜひご応募ください。

四
賀
四
賀
のの
文
化
財

文
化
財
のの

写
真
写
真
をを
撮撮
っ
て
み
よ
う

っ
て
み
よ
う

御意見・御希望・お問い合わせは四賀公民館まで…　TEL　64－3112

四賀の世帯数・人口

世帯数　　　1,957世帯　
人　口　　　4,955　人
　男　　　　2,407　人　
　女　　　　2,548　人

348 1,862
3,974
1,902
2,072
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湧 き 水

▼
先
日
生
ま
れ
て
初

め
て
の
オ
ペ
ラ
鑑
賞

に
出
か
け
て
き
ま
し

た
。
セ
イ
ジ
オ
ザ
ワ

松
本
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
「
ラ
・
ボ
エ
ー

ム
」。
19
世
紀
の
パ

リ
を
舞
台
に
し
た
若

き
芸
術
家
た
ち
の
恋

と
青
春
の
物
語
で

す
。
▼
席
は
最
後
列

の
２
千
円
。
オ
ペ
ラ
と
い
え
ば
ウ

ン
万
円
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す

が
、
こ
の
公
演
は
最
前
列
で
も

６
千
円
。
こ
の
値
段
だ
と
か
な
り

の
簡
略
版
か
と
思
い
き
や
幕
が
上

が
っ
て
び
っ
く
り
。
本
格
的
舞
台

装
置
と
衣
装
つ
き
。
も
ち
ろ
ん
フ

ル
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
。
▼
２
幕
目
は

ク
リ
ス
マ
ス
で
浮
か
れ
る
街
の
場

面
で
、
何
十
人
も
の
群
衆
が
登
場

し
て
思
わ
ず
オ
オ
ッ
と
声
が
出
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
終
演
後
は
歌

手
や
指
揮
者
が
一
列
に
な
っ
て
ご

挨
拶
。
鳴
り
や
ま
な
い
拍
手
に
何

度
も
応
え
て
い
ま
し
た
。
▼
初
心

者
向
け
の
公
演
だ
っ
た
の
で
、
最

初
に
楽
器
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

一
番
う
け
て
い
た
の
は
バ
イ
オ
リ

ン
組
。
ス
ー
パ
ー
売
り
場
の
定
番

曲
『
呼
び
込
み
君
』 

を
奏
で
て
、

あ
ち
こ
ち
か
ら
笑
い
声
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。
▼
や
は
り
生
の
音

楽
は
い
い
で
す
ね
。
今
年
は
４
年

ぶ
り
に
四
賀
コ
ン
サ
ー
ト
も
開
か

れ
る
の
で
こ
ち
ら
も
楽
し
み
で
す
。

　　

77
月月
2929
日（
土
）に
四
賀
支
所

日（
土
）に
四
賀
支
所

で
夏
の
大
結
ぶ
市
が
開
催
さ
れ
ま

で
夏
の
大
結
ぶ
市
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
季
節
ご
と
に
年
４
回
行
っ

し
た
。
季
節
ご
と
に
年
４
回
行
っ

て
い
る
大
結
ぶ
市
の
夏
季
版
で
す
。

て
い
る
大
結
ぶ
市
の
夏
季
版
で
す
。

お
弁
当
、パ

お
弁
当
、パ

ンン
、、コ
ー
ヒ
ー

コ
ー
ヒ
ー
、、

か
き
氷

か
き
氷
、、
クク

ラ
フ
ト

ラ
フ
ト
、、
衣衣

料
な
ど
の
出

料
な
ど
の
出

店
が
あ
り

店
が
あ
り
、、

四
賀
内
外
の

四
賀
内
外
の

客
で
に
ぎ
わ

客
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

い
ま
し
た
。 大

結
ぶ
市

大
結
ぶ
市

保
福
寺
町
の
棚
田
に

保
福
寺
町
の
棚
田
に

七
夕
飾
り
が

七
夕
飾
り
が
3030
本本

　

８
月
６
日（
日
）、
月
遅
れ
の
七

　

８
月
６
日（
日
）、
月
遅
れ
の
七

夕
に
保
福
寺
町
公
民
館
で
七
夕
の

夕
に
保
福
寺
町
公
民
館
で
七
夕
の

笹
飾
り
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

笹
飾
り
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
区
内
の
保
育
園
・
小
中
学
校

　

地
区
内
の
保
育
園
・
小
中
学
校

の
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
願

の
子
ど
も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
願

い
を
書
い
た
短
冊
約

い
を
書
い
た
短
冊
約
9
0
0

9
0
0
枚
が
、

枚
が
、

保
福
寺
町
会
、
松
本
大
学
、
か
ま

保
福
寺
町
会
、
松
本
大
学
、
か
ま

く
ら
や
の
皆
さ
ん
に
よ
り

く
ら
や
の
皆
さ
ん
に
よ
り
3030
本
の
本
の

笹
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

笹
に
飾
ら
れ
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
笹
飾
り
は
「
棚

　

出
来
上
が
っ
た
笹
飾
り
は
「
棚

田
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
皆
さ

田
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
皆
さ

ん
に
よ
り
耕
作
さ
れ
て
い
る
保
福

ん
に
よ
り
耕
作
さ
れ
て
い
る
保
福

寺
町
内
の
棚
田
の
畔
に
立
て
ら
れ

寺
町
内
の
棚
田
の
畔
に
立
て
ら
れ

ま
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
佐
々

ま
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
佐
々

木
清
夫
さ
ん
は
「
七
夕
飾
り
を
田

木
清
夫
さ
ん
は
「
七
夕
飾
り
を
田

の
畔
に
立
て
る
の
は
昔
か
ら
の
習

の
畔
に
立
て
る
の
は
昔
か
ら
の
習

わ
し
で
、
棚
田
の
再
生
に
合
わ
せ

わ
し
で
、
棚
田
の
再
生
に
合
わ
せ

復
活
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ

復
活
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
田
の
畔
に
立
て
る
の
は

ま
し
た
。
田
の
畔
に
立
て
る
の
は

稲
の
病
害
虫
除
け
と
豊
作
の
願
い

稲
の
病
害
虫
除
け
と
豊
作
の
願
い

か
ら
と
の
こ
と
で
す
。

か
ら
と
の
こ
と
で
す
。

　

暑
さ
の

　

暑
さ
の

続
く
今
年

続
く
今
年

で
す
が
、

で
す
が
、

き
っ
と
豊

き
っ
と
豊

作
に
な
る

作
に
な
る

こ
と
で
し

こ
と
で
し

ょ
う
。

ょ
う
。

リリア・オ・カ・アイナ虚空蔵太鼓 

花村 佑子花村 佑子

３日満月３日満月

MAB

大宮 大奨・桃子大宮 大奨・桃子

四賀小学校金管バンド四賀小学校金管バンド 本木センパイ本木センパイ

30th

　7月22日（土）に支所向かいの「ふるさと公園しが」　7月22日（土）に支所向かいの「ふるさと公園しが」
で４年ぶりに開催されました。家族連れなど大勢がで４年ぶりに開催されました。家族連れなど大勢が
訪れ、多彩な催しや出店を笑顔で楽しみました。訪れ、多彩な催しや出店を笑顔で楽しみました。
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